
『スッカマ源氏の湯』 
 
温浴ブランド『源氏の湯』を展開する株式会社弘商会(本社：京都府宇治市 代表取締役社長：玉

井 政弘)は、日本初となる韓国伝統のスッカマサウナ(炭窯サウナ)における、熱源確保の一連の

技術について、特許を取得したことをお知らせ致します。 

 

 

■特許情報 

特許番号：特許第 7523832 号 

発明名称：温浴施設 

登 録 日：令和 6 年７月１９日（2024 年 7 月 19 日） 

特許権者：株式会社 弘商会 

 

 

■背景 

店舗名【スッカマ源氏の湯】にもなっているスッカマとは韓国伝統の古式サウナです。 

原木（炭材）をプルガマ（火の窯）の中で燃やして、炭を作る過程で遠赤外線が放出され、プルガマ

（火の窯）にたっぷり熱が蓄積されていきます。  

韓国では古くからその窯の中に入って、余熱で熱気浴することが伝統的な民間療法として用いられ

てきました。その韓国伝統の本格的なスッカマを日本で初めて再現するにあたり、日本では消防法

上、また保健所の指導から、韓国同様の『窯の中で薪を燃やす』という工程の許可がおりなかったた

め、日本国内でスッカマを再現するには、薪を燃やしてその熱を利用するため熱源確保の技術開発

が必須となりました。 

 

 

■特許の概要 

温浴室窯（サウナ）の外で燃やした薪を、台車等により燃えた状態の薪を温浴室窯内（サウナ内）に

出し入れすることで、温浴室窯（サウナ）を蓄熱する。 

 
 
 


